
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

５日 (月)  １３時３０分～ 

★ゆめ喫茶 

９日（金）１０時００分～１１時００分 

★人権のつどい日 

１１日（日）１０時００分～１１時３０分 

  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★回転木馬 夏休みのためお休み 

★移動図書館青い鳥号 

２０日（火）１５時１０分～１５時５０分 

★人権・同和教育関係行事 

５日（月）フォローアップ教職員人権 

・同和教育研修会 

２７日（火）小・中管理職合同人権・同和教育研修会 

２９日（木）隣保館長等研修会（西条市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の「人権のつどい日」は、藤田義和（船木中学校教頭）さんに、「『ハンセン病問題』今も」

と題して講演していただきました。 

藤田さんは、2006 年新居浜市の研究大会での発表を機に、「ハンセン病問題」について自ら調

べ、現地に何度も赴き、伝える…等の活動をされています。 

伝えたいことがたくさんあります、ということで、「ハンセン病（問題）とは」から始まり、「ハ

ンセン病の歴史」、「大島青松園」、「違憲国家賠償請求」・「宿泊拒否事件」、「愛媛県出身者の思い」、

「中学生の学び」と、多くのことを話してくださいました。 

「ハンセン病問題」の歴史は、まさに「差別の歴史」です。ハンセン病は感染力が弱く、治療薬

が開発されたにもかかわらず、法律（「らい予防法」）や運動（「無らい県運動」）が、患者を故郷や

家族から引き離し、徹底して排除していきます。さらに患者は身元を隠すために、本名さえ奪われ

てしまいます。療養所では我が子を奪われます。国や県、人々はここまで残虐になれるのか…と、

耳目を疑うほどのお話でした。 

2003 年に民間施設が元患者たちの宿泊を拒否した事件が起こりました。拒否した施設は自主廃

業しましたが、いわゆる加害－被害の関係に逆転が起こりました。20 余年前の事件とはいえ、この

差別性による逆転は現在にもつながるものだと実感しました。 

今なお、故郷から引き離され、帰りたくても帰れない人が、全国の療養所 14 か所に約 800 名い

らっしゃいます。高齢化も進んでいます。現在も進行中の現実が療養所にはあります。「最後の一人」

が来る、語る人がいなくなる時が来る、歴史からも世の中からも消えて（消されて）いく…。療養

所を訪れた中学生との握手から隠していた故郷を名乗られた元患者の方の、「忘れないでほしい」と

いう思い・生きた証を風化させてはならないと思います。 

 

 

2024(令和 6)年 

マクラメ教室を６月２９日（土）に開催し、

夏らしいオリジナル網バックが完成しました。 

 

今年は、8月１５日(木)に瀬戸・寿連合自治会の夏祭りを開催します。（詳細は別紙参照）また、 

以前同時開催していた【であい展】は、11月に開催する予定です。 

 

水俣病の公式確認から 68年となった 5月 1日、患者 

らでつくる８団体と伊藤信太郎環境相との懇談会が熊本 

県水俣市で開かれた際、団体の代表者の発言中、進行役

の環境省職員によってマイクの音が消されるということが起こりました。 

 このことに対して、「公害の原点」とされる水俣病を「軽視した」と批判がやまず、最終的に伊藤環境相が

再び熊本県水俣市に出向き、謝罪する事態となりました。 

 この出来事から明らかなことは、水俣病問題が「形骸化」または、「風化」しつつあるということです。しか

し、「最終解決」をうたった水俣病被害者救済法で救済されなかったのは不当だとして、水俣病の被害を訴

えている主に熊本・鹿児島両県在住の原告 144 人が、国や熊本県、原因企業チッソに損害賠償を求めた

訴訟の判決が 2024 年 3 月 22 日、熊本地裁であり、原告全員の請求が棄却されました。このように、水

俣病訴訟は現在も続き、被害に苦しむ人の救済は終わっていません。 

 そこで、今年度の「語ろう人権」は、「水俣病問題から何を学ぶか？」に変更させていただき、「ハンセン病

を正しく理解しよう」は来年度、実施させていただきます。 

2 回完結講座として 7 月・8 月は、サ

コッシュ（肩掛けバック）を制作予定です。

9 月以降も引き続き開催していきますの

で、ご興味のある方は瀬戸会館までお問合

せください。 

3 月に応募の多かった味噌＆塩麹体験教室を

9月７日（土）に企画中です。また、詳細が決ま

りましたら、館内掲示、ホームページやＳＮＳで

お知らせします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うらみ・つらみ・ねたみ・そねみ・いやみ・ひがみ・やっかみ」をあわせて、「人生の七味唐辛子」と言うそ

うです。 

  

 

 

 

 

 

 

はぁ～七味唐辛子か。面白いことを言うなと感心して、この言葉の出典を調べてみました。出典は「人生に七

味あり」という小説で、実際に作者の江上剛さんという方が占い師に言われたのが元だそうです。 

これらの「七味」に共通するのは、他者の優越性に対してコンプレックスを持つことが原因です。オーストリア

の精神科医・精神分析学者のアルフレッド・アドラーによると、コンプレックスは２種類あるそうです。一つは、劣等

コンプレックスで、劣等感(自分が他者よりも劣っている感情)を言い訳にして、人生の課題から逃げ出すことを指

します。具体的には、現在の問題を他人のせいにして、努力を放棄し、課題から逃げることです。もうひとつは、優

越コンプレックスです。これは、「有名人と知り合い」「親の血筋」「自分の成績の良さ」などをひけらかすなど、他

者より優位にいたい気持ちや、少しでもよく見せようと必死になることです。 

しかし、この２つのコンプレックスは、多くの人が大なり小なり持っている感情です。コンプレックスを完全に取

り去ることは不可能です。一つのコンプレックスが克服されても、また、新たなコンプレックスが生じてくる場合もあ

ります。コンプレックスを持つということは、「成長したいと思っている証」です。理想の自分に近づくために努力し

ているからこそ、劣等感が生まれてくるものです。コンプレックスを持ちながらも、現実の対応ができるようにさえ

なれば、そのコンプレックスを元に、人のコンプレックスを感じ取れたり理解したりすることができます。つまり、コ

ンプレックスは必ずしも悪いものではなく、それをしっかり見つめて、自分自身と対話することによって、矛盾した感

情をコントロールし、コンプレックスとうまくつき合っていくことが大切です。 

では、どうすれば『人生の七味唐辛子』を克服できるのでしょう？ 

① うらやましいと思う相手から学ぶ。その人はあなたの欲しいものを、どうやって手に入れたのか？どういう資

質と行動がそれを可能にしたのか？ 

② ねたみを努力に変える。うらやむのではなく、自分もそれを手に入れるために努力する方が建設的です。 

③ 他人の成功を祝福する。成功を祝う気持ちが強ければ強いほど、自分も前向きに行動するようになり、成功 

する可能性が高くなります。 

いい人生にするも、しないも自分の心掛け次第。『人生の七味唐辛子』を学びと努力に変え、他人の成功を祝福

できる適度な辛味の、美味しいキムチのような人生を送りたいものです。 

 

 

 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。 

お気軽にご相談ください。 

※７月２０日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

瀬戸会館 HP 

うらみ（恨み）とは？ 他人からの仕打ちを不満に思って憤り憎む気持ち 

つらみ（辛み）とは？ 他人の仕打ちに対する積もり積もった、さまざまな恨み 

ねたみ（妬み）とは？ 他人が自分より優れている状態を羨ましく思って憎む気持ち 

そねみ（嫉み）とは？ 他人の幸せや長所が、羨ましくて悔しい気持ち 

いやみ（嫌み）とは？ 他人に不快感を与える言動 

ひがみ（僻み）とは？ 素直になれず、ひねくれて物事を受け取ってしまう感情 

やっかみとは？ 相手を羨ましく思い、相手のことを憎んだり、嫌ったりする感情 


